
　近年はスマートフォンの普及、ゲーム機などからインターネット接続が可能になるなど、
子どもたちを取り巻く環境が大きく変化しています。そのため、青少年が有害情報に接触す
る危険性が増大しているほか、閉鎖的な環境のなかでのいじめなどの問題も発生しております。
　ネットは便利な反面、使い方を間違えると自分や友達などを傷つけたり、将来を台無しにし
たりしてしまうこともあります。そこで、ネットトラブルに巻き込まれる子どもを少しでも減ら
すために、小中学校のPTA役員の方に協力していただき「ネットリテラシー学習」を開催しました。
　学習会では、ネットの便利な面と危険な面の話、事例DVDを見ながら危険性について理
解を深めました。
　こうした問題に対しては、繰り返しの啓発が必要なことから、継続して学習会を実施し
ていきますのでご参加をお願いいたします。

青少年健全育成事業

　毎年1月4日に開催している「書初め
を書こう」。
　子どもたちは広いホールで先生方の
熱心なご指導の下、素晴らしい作品を
書き上げました。
　“字には性格が出る”と聞いたことがあ
りますが、用紙いっぱいに《これでもか！》
と言わんばかりの大きさで書いている子。
はたまた一画一画丁寧に、お手本としっ
かり見比べながら書いている子。
　個性豊かな作品がたくさん出来上が
りました☆

書
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を
書
こ
う

書
初
展

　1月20日から3日間､ 767点ものさまざまな作品が展示されました｡
　他県からお越しになられた方もいらっしゃり､「孫の作品を見て､ 意欲を感じました」など､ たくさん
のご感想をいただきました｡

棚橋 結真さん（南小6年） 　古越 愛梨さん（北小4年）
小林 心美さん（平和台） 　千葉 秀斗さん（栄町）
中根 朋香さん（栄町）

金賞受賞者（出展元）

おめでとうございました｡
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　今回は､ 11月13日（日）～14日（月）に「小
田原城と韮山反射炉」の旅を実施しました｡
　初日は小田原城および箱根関所跡を見学
しました｡
　両方とも改修工事が終わったばかりで､
楽しんで見学するとともに知見を深めるこ
とができました｡
　二日目は2015年に世界遺産として登録
された「韮山反射炉」を見学しました｡
　反射炉建設に至った経過や､ 当時の日本
を取り巻く国際情勢などについて現地のガ
イドさんより丁寧な説明があり､ 幕末から
明治維新に想いを馳せることができました。
　学んでみたい場所がありましたら是非公
民館まで声をお届けください｡

　信濃出身の禅僧「無本覚心」について信州大学教育
学部教授の牛山佳幸先生にご講演いただきました｡
　佐久の安養寺を開創し､ 信州味噌を誕生させたと
される無本覚心｡ 他にも､ 尺八を愛好し虚無僧を招
来したとされるなど彼にまつわる逸話は数多くあり
ます｡ しかし､ 果たしてそれらは本当でしょうか？
　まことしやかにささやかれる各種の伝説｡ それら
について､ 専門的な知見をもってさまざまな角度か
ら検証していった今回の研修は､ とても新鮮なもの
となりました｡
　さまざまな事情や思惑で伝説が一人歩きすること
もあるなか､ 真実を後世に伝えることの大切さ､ ま
た遥か昔の事実を読み解くことの難しさを知ること
ができました｡

　第2回視察研修「安曇野を訪ねる」を実施し､ 20名
の方にご参加いただきました｡
　今回は､「芸術分野における生涯学習の拠点」をテー
マに安曇野ちひろ美術館を視察してまいりました｡
　美術館は公園と併設されており､ 公園部分は松川
村が管理しているとのことです｡
　村と美術館が協力しあい生涯学習の拠点を形成し
ている貴重な事例を視察できました｡

歴史の旅

視察研修 安曇野

歴史講座
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